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〒223横浜市港北区箕輪町3-3-1
トマ喰い虫社

8045(563)5101 FAX045(563)9907 

ヽ 會
［郵便振替］東京6-136148

トマ喰い虫社

新ネットワークの名前が決まりました！

脱軍備ネットワーク CATC廿PEACE

キャッチピース
「反トマ全国運動」発行の「トマ喰い虫」はこれにて終刊。ご愛読ありがとうざいました。次
号 (8月発行予定）からは「キャッチピース」発行「？ ？」を装いもあらたにおとどけします！

1992年6月20日
定価 100円 発行◆トマホークの配備を許すな！全国運動

●維持会員（月間会費）
団体 1口 2000円
個人 1口 1000円

●参加会員（月間会費） ●通信会員
団体 1口 1000円 年間 1口
個人 1口 500円 3000円

（会費は本紙購読料を含みます）
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p
k
o
を
選
挙
の
争
点
に
1
・

梅
林
宏
道
見
向
き
も
さ
れ
な
か
っ
た

ァ
イ
デ
ア
募
集
中
FCAO

翌
琵
琴
琵
謬

p
k
o
法
案
が
成
立
し
た
夜
、
国
会
西
門
で
小
さ

な
集
ま
り
が
あ
っ
た
。
三
十
二
年
前
の
こ
の
日
、
こ

の
場
所
で
警
察
の
暴
力
に
よ
っ
て
生
命
を
奪
わ
れ
た

大
学
生
、
樺
美
智
子
さ
ん
。
六
0
年
安
保
を
た
た
か

っ
た
一
声
な
き
声
の
会
」
の
人
々
は
毎
年
か
か
さ
ず

こ
こ
を
訪
れ
、
小
さ
な
花
束
を
捧
げ
な
が
ら
、
変
わ

ら
ぬ
志
を
確
か
め
う
。
そ
の
集
い
が
、
つ
い
今
し
が

た
聞
い
た
p
k
o
法
成
立
の
知
ら
せ
に
、
現
場
を
さ

り
が
た
い
思
い
で
い
た
市
民
た
ち
が
合
流
し
た
。
声

高
い
ア
ジ
テ
ー
シ
ョ
ン
は
な
い
。
も
う
体
が
弱
っ
て

い
る
の
で
す
が
、
こ
の
日
だ
け
は
ど
う
し
て
も
、
と

関
西
か
ら
か
け
つ
け
た
お
年
よ
り
か
ら
、
勉
強
も
気

に
な
っ
た
け
ど
毎
日
デ
モ
を
し
て
し
ま
っ
た
、
と
い

う
高
校
生
へ
と
マ
イ
ク
は
引
き
継
が
れ
て
い
っ
た
。

三
十
二
年
前
、
冷
戦
下
の
米
戦
略
に
決
定
的
に
組

自
衛
隊
監
視
情
報
、

ら
の
国
際
平
和
の
た
め
の
貢
献
，
よ
ろ
し
い
で
す
。

た
だ
、
日
本
は
韓
国
を
植
民
地
化
し
た
と
き
一
東
洋

平
和
＿
を
唱
え
、
真
珠
湾
を
奇
襲
す
る
と
き
も
＿
世

界
平
和
l

を
掲
げ
ま
し
た
，
日
本
人
は
歴
史
を
も
う

ち
ょ
っ
と
じ
っ
く
り
考
え
、
そ
の
澱
（
お
り
）
を
き

れ
い
に
し
た
う
え
で
P
K
O
に
参
加
し
た
ほ
う
が
よ

り
安
全
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
＿
〈
六
月
十
六
日

一
神
奈
川
新
聞
l

)

。

牛
歩
を
あ
ざ
わ
ら
い
、
の
の
し
っ
た
議
員
た
ち
、

「
ま
る
で
お
も
ち
ゃ
屋
の
前
で
ダ
ダ
を
こ
ね
る
子
供

の
よ
う
だ
｝
と
し
た
り
顔
で
コ
メ
ン
ト
し
た
マ
ス
コ

ミ
人
た
ち
は
、
こ
の
言
葉
を
ど
う
閏
く
の
だ
ろ
う
。

世
論
と
運
動
は
、

P
K
o
法
を
止
め
る
こ
と
は
で

き
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
そ
れ
が
国
民
の
合
意
の
産

物
で
は
な
い
こ
と
を
国
内
外
に
明
ら
か
に
す
る
こ
と

に
は
成
功
し
た
。
そ
れ
は
海
外
派
兵
へ
の
道
の
り
を

そ
う
平
坦
で
は
な
い
も
の
に
し
て
い
る
。

こ
う
考
え
る
と
こ
ろ
か
ら
、
私
た
ち
は
―
9

海
外
派

兵
」
具
体
的
に
は
＿
カ
ン
ポ
ジ
ア
派
兵
j
を
止
め
る

次
の
た
た
か
い
を
す
ぐ
に
始
め
よ
う
。

目
前
の
参
議
院
選
挙
で
、
各
候
補
（
予
定
者
）
の

p
k
o
法
へ
の
立
場
を
明
確
化
し
、
そ
れ
を
争
点
化

す
る
た
め
に
ア
ン
ケ
ー
ト
や
公
開
質
問
を
や
ろ
う
。

(

1

4

ペ
ー
ジ
左
側
へ
）

み
込
ま
れ
て
い
っ
た
そ
の
日
、
日
本
は
「
国
際
貢
献
l

の
名
の
も
と
に
軍
隊
を
海
外
出
動
さ
せ
る
国
に
な
っ

た
。
憲
法
九
条
は
二
度
投
げ
捨
て
ら
れ
た
。

•• 
だ
が
、
九
条
は
ま
だ
死
ん
で
は
い
な
い
。

自
公
民
の
ま
る
で
独
裁
政
権
ば
り
の
議
会
運
営
、

多
数
の
暴
力
に
、
野
党
、
な
か
で
も
社
会
党
は
牛
歩

か
ら
つ
い
に
は
議
員
総
辞
職
へ
と
予
想
を
越
え
た
頑

張
り
を
み
せ
た
。
こ
こ
ま
で
事
態
を
押
し
上
げ
た
カ

は
、
間
違
い
な
く
世
論
で
あ
り
運
動
だ
っ
た
。
そ
れ

も
国
内
だ
け
で
は
な
い
、
海
を
越
え
た
人
々
の
声
で

あ
っ
た
。

日
本
に
長
く
住
む
韓
国
人
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
、
イ

・
ド
ヒ
ョ
ン
氏
は
新
聞
へ
の
寄
稿
を
次
の
よ
う
に
結

ん
で
い
る
。
i
金
だ
け
じ
ゃ
な
い
。
血
を
流
し
な
が

現
実
の
海
外
派
遣

リ
ム
パ
ッ
ク
演
習

1

乞

〔

p
k
o
法
案
の
国
会
審
議
が
激
し
さ
を
増
し
て
い

た
六
月
の
初
め
か
ら
中
旬
に
か
け
て
、
約
二
三
0

0

名
の
自
衛
隊
員
が
海
外
派
遺
さ
れ
た
。
八
・
八
艦
隊

と
呼
ば
れ
る
編
成
で
リ
ム
パ
ッ
ク
環
太
平
洋
統
合
軍

事
演
習
に
参
加
す
る
た
め
で
あ
っ
た
。
演
習
は
ア
メ

リ
カ
海
軍
が
主
催
し
、
カ
ナ
ダ
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア

日
本
、
韓
国
の
海
軍
が
参
加
し
て
い
る
が
、
総
勢

二
万
人
の
中
で
日
本
は
ア
メ
リ
カ
に
つ
ぐ
第
二
の
兵

カ
の
派
遣
国
で
あ
る
。

自
衛
隊
の
海
外
派
遣
の
是
非
で
世
論
が
沸
騰
し
て

い
る
中
を
、
大
規
模
な
海
外
派
遣
が
現
実
に
行
わ
れ

た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
そ
の
こ
と
に
世
論
の
関
心
が

ほ
と
ん
ど
集
ま
ら
な
か
っ
た
。

た
と
え
演
習
で
あ
っ
て
も
、
も
し
実
際
に
戦
場
や

準
戦
場
に
自
衛
隊
を
派
遣
す
る
こ
と
を
前
提
と
し
た

]
,
¥
 
[
 

演
習
で
あ
る
な
ら
ば
、
そ
の
前
提
に
つ
い
て
国
論
が

二
分
し
て
い
る
と
き
に
演
習
に
出
か
け
る
こ
と
は
、

世
間
を
あ
ざ
笑
う
行
為
で
あ
っ
て
、
世
論
は
そ
れ
に

無
関
心
で
は
い
ら
れ
な
い
で
あ
ろ
う
。

そ
う
考
え
る
と
、
リ
ム
パ
ッ
ク
ヘ
の
無
関
心
は
、

リ
ム
パ
ッ
ク
に
対
す
る
無
理
解
に
原
因
が
あ
る
と
考

え
ら
れ
る
。
私
た
ち
の
無
力
さ
を
率
直
に
認
め
ざ
る

を
得
な
い
。

一
九
八
0
年
に
自
衛
隊
が
最
初
に
リ
ム
パ
ッ
ク
に

参
加
し
た
と
き
に
は
、
集
団
自
衛
権
を
否
定
し
て
い

る
憲
法
に
違
反
す
る
と
し
て
国
会
で
も
議
論
に
な
っ

た
。
多
国
籍
演
習
に
参
加
す
れ
ば
、
日
本
の
防
衛
に

直
接
関
係
な
い
他
国
軍
に
加
え
ら
れ
た
攻
撃
に
対
し

て
軍
事
行
動
を
と
る
こ
と
を
想
定
す
る
こ
と
に
な
る

(

1

4

ペ
ー
ジ
右
へ
）

監
視
し
よ
う
！

派
兵
を
止
め
よ
う
！

p
k
o
法
成
立
ー
で
も
九
条
は
生
き
て
い
る

国
会
周
辺
に
は
連
日
連
夜

人
々
の
熱
気
が
渦
ま
い
て

い
た
（
議
員
面
会
所
前
）
。
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1992年5月3日、 4日、横浜で「太平洋民衆フォーラム海外基地のな

い世紀へ」が開催された。私たちは、カナダ、アメリカ、ニュージーランド、

オーストラリア、フィジ一、グアム、フィリピン、韓国、そして日本という

太平洋の各地からこのフォーラムに集まった。 • 

私たちは、冷戦後この地域の民衆運動が直面している諸問題を話し合った。

急変する世界情勢の中で、太平洋において何が変り、何が変わらないかにつ

いて、さまざまな角度からの報告に接した。その中には、冷戦後の太平洋の

平和と正義にとって楽観を許さない現状と、にもかかわらず芽生えている新

しい時代への希望が混在していた。

私たちにとってもっとも大きな陣害は、アメリカを頂点として再編されよ

うとしている軍事力に基礎をおいた新しい世界秩序形成の動きである。この

動きは、冷暇後をもう一つの軍拡の時代へと導く危険性をはらんでいる。私

たちにとってもっとも大きな希望は、冷戦が終結したこの機会をこそ、新し

い平和秩序の形成に向かった歴史の節目にしなければならないと感ずる根強い各国の世論が存在していることである。

この転換期に、冷戦時代に鰤れ上がった太平洋の軍事基地網をなくすことの重要性を私たちは確認した。これらの海外基

地網が、かって宣伝された存在意義が消滅したにもかかわらず、 「新世界秩序Iの軍事支配の基盤構造として使われようと

しているからである。のみならず、平時から外国に軍隊と掩設を虻置する考え方こそ、大園のみによる世界秩序の形成と小

国支配を前提とした旧時代の思考であり、今こそ根底から否定されなければならないと考えるからである。

私たちは、 「海外基地のない世紀」に向かって国境を越えた太平洋地域の民衆運動の協力の必要性を確認しあった。そし

て、この協力は次のような原理に基ずくぺきであると私たちは一致した。

一人権、自決と独立、脱植民地のための運動を支援し、核大国が及ぼしている圧力から非核［国家を防衛すること。

ー安全保障という概念を軍事費を投入する考え方から人々や環境の必要性に基礎をおいた相互協力という考え方に転換する

こと。

私たちはまた次のような課題にともにとり組むことを合意した。

ー核実験の中止、日本の核武装とプルトニウム利用計画を含め、核拡散の防止のために行動すること。

ー現在日本の国会で審議中のPKO法案を含め、日本の海外派兵の計画に反対すること。

一基地撤去を促進し、その経済上、環境上の影響を軽法するため、市民運動は自分たちで計両を立案するとともに政府に経

済転換と環境回復の計画と実行を要求すること。

ー非核自治体を支援し、 11月に横浜で開催される非核自治体国際会議に向けて各地から提案を持ち寄ること。

ー地域の人々や資源を損なう ODAを中止すること n

これらの目的を実現するため、私たちは、次の事を約束し合った。

ー今日、いまから参加者それぞれのイニシャチプで私たちが、緊密な連絡をとりあうこと。

ー今後｀連携をより有効にするためのメカニズムを作り出すこと。このフォーラムの直後に始まる太平洋直備撤廃運動（ P

CDS)の横須賀会議においてもこの課題が検討されるよう要望する。

月刊トマ喰い虫 1晒 6月18日第三種郵便物認可 毎月 1 回20日発行1992年6 月20日発行第7~ (4) 

フォーラムを閉じるに当たって、以上のことを声明する。

1992年5月4日 太平洋民衆フォーラム、横浜

太平洋民衆フォーラム●5/3~4ヨコハマ
海外』駄他のない世紀へ

基調として登場した
日本への警戒心
海外ゲストを含む述べ300人が参加、
冷戦後の太平洋めぐり熱っぽい討論。

五

月

三

日

か

ら

四

日

、

横

浜

で

「

太

平

洋

民

衆

フ

ォ

ー

ラ

ム

ー

海

外

基

地

の

な

い

世

紀

へ

」

が

開

催

さ

れ

た

。

カ

ナ

ダ

、

ア

メ

リ

カ

、

ニ

ュ

ー

ジ

ー

ラ

ン

ド

、

オ

ー

ス

ト

ラ

リ

ア

、

フ

ィ

ジ

ー

、

グ

ァ

ム

、

フ

ィ

リ

ピ

ン

、

沖

縄

、

韓

国

、

日

本

の

各

国

か

ら

延

べ

三

〇

0
人

が

参

加

し

た

熱

の

こ

も

っ

た

フ

ォ

ー

ラ

ム

と

な

っ

た

。

そ

の

中

に

は

韓

国

か

ら

の

六

人

を

含

む

十

六

人

の

海

外

ゲ

ス

ト

が

い

た

。

冷

戦

後

の

太

平

洋

の

米

軍

を

予

測

し

て

、

基

調

講

演

者

の

ク

リ

ス

・

ウ

ィ

ン

グ

（

米

）

は

「

政

権

と

軍

は

あ

い

も

変

わ

ら

ぬ

対

応

を

し

て

い

る

。

し

か

し

、

政

策

変

更

を

余

儀

な

く

さ

れ

る

要

素

は

、

確

実

に

存

在

し

て

い

る

」

と

分

析

し

、

海

外

基

地

の

な

い

世

紀

へ

と

向

か

う

大

衆

運

動

の

意

義

を

強

調

し

た

。

も

う

一

人

の

基

調

講

演

者

ロ

ー

ラ

ン

ド

・

シ

ム

プ

ラ

ン

（

比

）

は

、

米

軍

基

地

を

追

放

し

た

フ

ィ

リ

ピ

ン

民

衆

闘

争

の

歴

史

的

文

脈

を

強

調

し

た

。

保

守

的

な

上

院

が

米

軍

基

地

の

存

続

を

拒

否

し

た

「

意

外

性

」

の

背

景

に

あ

る

「

民

族

主

義

者

た

ち

の

血

の

抵

抗

の

歴

史

が

、

い

ま

歴

史

を

変

え

つ

つ

あ

る

」

と

。

韓

国

か

ら

の

参

加

者

た

ち

が

、

日

本

の

プ

ル

ト

ニ

ウ

ム

政

策

と

軍

事

的

野

心

を

だ

ぶ

ら

せ

て

藪

し

い

警

戒

心

を

繰

り

返

し

述

べ

た

の

に

象

徴

さ

れ

る

よ

う

に

、

＿

冷

戦

後

の

太

平

洋

の

安

全

保

障

問

題

を

考

え

る

上

で

、

E
I本
に

対

す

る

警

戒

心

が

―

つ

の

基

調

と

し

て

登

場

―

し

て

い

る

こ

と

が

印

象

付

け

ら

れ

た

。

採

択

さ

れ

た

声

明

を

別

掲

す

る

。

（

梅

林

宏

道

）

こ

ん

な

こ

と

i

_

叫

1

1
あ

ん

な

こ

と

・

・U" [

感

激

の

再

会

u
 

]

毎

夜

十

一

時

を

過

ぎ

る

と

、

ド

リ

ン

キ

ン

グ

セ

ッ

j

シ

ョ

ン

と

称

す

る

特

別

セ

ッ

シ

ョ

ン

が

始

ま

る

。

呼

叫

び

か

け

人

は

定

か

で

は

な

い

。

お

互

い

に

譲

り

合

っ

二

J

名

を

あ

か

さ

な

い

が

、

無

類

の

酒

好

き

の

輩

の

面

肱叫
「

々

、

平

和

セ

ン

タ

ー

・

船

越

教

会

の

木

村

牧

師

？

韓

H
国

の

印

明

鎮

（

イ

ン

・

ミ

ョ

ン

ジ

ン

）

牧

師

？

フ

ィ

f

リ

ピ

ン

の

ロ

ー

ラ

ン

ド

・

シ

ン

プ

ラ

ン

教

授

？

9

そ

の

一

夜

の

感

動

秘

話

ー

。

』

汎

民

族

連

合

日

本

支

部

の

事

務

局

長

と

し

て

フ

ォ

叫

ー

ラ

ム

で

あ

い

さ

つ

し

た

康

宗

憲

（

カ

ン

ジ

ョ

ン

ホ

f

ン

）

氏

は

、

フ

ォ

ー

ラ

ム

の

会

場

で

印

明

鎖

牧

師

と

コ

感

激

の

再

会

、

二

人

は

涙

を

流

し

て

抱

き

合

っ

た

。

]

康

氏

は

か

っ

て

在

日

韓

国

人

政

治

犯

と

し

て

死

刑

ご

早

告

を

受

け

て

ソ

ウ

ル

の

獄

中

に

あ

っ

た

。

『

一

方

、

民

主

化

闘

争

の

闘

士

で

あ

っ

た

印

牧

師

も

9
何

度

も

投

餓

さ

れ

た

が

、

そ

の

都

度

獄

中

で

康

氏

に

ご

き

っ

た

。

死

刑

判

決

か

ら

三

年

が

た

っ

た

死

刑

囚

は

呵

い

つ

処

刑

さ

れ

る

か

わ

か

ら

ず

、

康

氏

も

刑

の

執

行

『

日

に

は

自

分

の

番

か

…

と

血

の

気

の

引

い

た

顔

に

な

9
っ

た

。

印

牧

師

は

牧

師

と

し

て

懸

命

に

な

っ

て

彼

を

9
励

ま

し

た

と

い

う

。

横

浜

で

の

再

会

は

そ

の

二

人

が

u
 

叫

初

め

て

獄

外

で

あ

っ

た

記

念

す

べ

き

出

来

事

だ

っ

た

『

の

で

あ

る

。

（

う

）



(7) 毎月 1回 20日発行1992年 6月 20日発行第79{}

日と九賀午事

々ん時の前の P
はど十平中閲 C
本理時和仕係 D
当解まセ事も S
にででンをあの

心き話夕こり会

楽なし 1 な‘話
しか込にし全は

くつんか‘部三

‘たでけ京に日

一悔家つ急は三

秒いにけに出晩

ーも帰ると席続

秒ある＇びでい

がる゜夜乗きた

惜が英はつな゜

し‘語夜てか私

いこかで横つは

気のほ‘須た仕

198碑 6月 18日第三種郵便物認可 月刊トマ喰い虫
月刊トマ喰い虫

--●●-

代理の

表が P フ
とす C ア
参べ D シ
加て S リ
を参のテ

検加窓イ

討しロタ

すたと l
る゜なと

グ新る呼

アし人は．

ム＜格れ•
の参ある

代加る各

表すい国

もるは＾

加沖そ七

わ縄のケ

つの代国

一

毎月 1 回20日発行1992年 6 月20日発行第7~ (6) 

心楽しかった
3日間

④

基

地

・

核

物

質

翰

送

の

環

境

問

題

"
N
E
P
Aゞ

の

海

外

適

用

に

関

す

る

プ

リ

ー

フ

ィ

ン

グ

・

ペ

ー

ー

／

日

本

の

プ

ル

ト

ニ

ウ

ム

輸

送

に

関

す

る

英

文

出

版

物

／

新

し

い

法

廷

闘

争

の

組

織

化

／

，

レ

イ

報

告

に

関

す

る

各

国

市

民

の

反

応

ま

と

め

な

ど

。

⑤

太

平

洋

の

オ

ル

タ

ナ

テ

ィ

プ

安

全

保

障

＂

国

際

シ

ン

ポ

／

議

員

の

組

織

化

／

現

在

出

て

い

る

諸

提

案

を

整

理

し

た

リ

ー

フ

レ

ッ

ト

発

行

な

ど

。

皆川みずゑ

横

浜

で

の

「

太

平

洋

民

衆

フ

ォ

ー

ラ

ム

」

を

受

け

可

て

五

月

五

日

＼

八

日

、

横

須

賀

平

和

セ

ン

タ

一

で

太

刃
心
渤

平

洋

軍

備

撤

廃

運

動

（

P
C
D
S
)
の

国

際

コ

ー

デ

岬

ィ

ネ

ー

テ

ィ

ン

グ

会

議

が

開

催

さ

れ

た

。

一

九

九

0

―

―

一

年

二

月

に

ソ

ウ

ル

で

開

催

さ

れ

て

以

来

の

久

し

ぶ

り

3

の

開

催

で

あ

っ

た

。

世

界

情

勢

の

新

展

開

を

ど

う

評

第1
価

し

、

今

後

の

P
C
D
Sの
組

織

体

制

、

活

動

プ

ロ

8
 

月

6
グ

ラ

ム

を

ど

う

設

定

す

る

か

、

が

主

た

る

議

題

で

あ

っ

た

。

碑98 
ー

．
 

筆

者

は

P
C
D
Sの
新

し

い

日

本

フ

ァ

シ

リ

テ

イ

タ

。

ク

リ

ス

・

ウ

ィ

ン

グ

（

左

）

と

。

｛燻アジェンダI¥
PCDSヨコスカ会議

た

。

そ

れ

に

、

カ

ナ

ダ

に

置

か

れ

て

い

る

資

料

室

で

専

従

を

勤

め

る

パ

テ

ィ

・

ウ

ィ

リ

ス

、

カ

リ

フ

ォ

ル

ニ

ア

州

で

財

政

事

務

所

を

あ

ず

か

る

ネ

ル

ソ

ン

・

フ

ォ

ス

タ

一

、

そ

れ

に

横

浜

で

国

際

事

務

所

を

あ

ず

か

る

半

専

従

の

梅

林

を

加

え

て

国

際

コ

ー

デ

ィ

ネ

ー

テ

ィ

ン

グ

会

議

の

全

構

成

員

と

な

る

。

「

フ

ィ

リ

ピ

ン

、

韓

国

、

沖

縄

の

同

盟

で

ヤ

マ

ト

を

包

囲

し

よ

う

」

と

半

ば

本

気

で

三

名

が

ヤ

マ

ト

の

私

を

挑

発

す

る

。

「

韓

国

の

脅

威

を

ど

う

す

る

の

だ

。

リ

ム

パ

ッ

ク

に

韓

国

が

参

加

す

れ

ば

韓

国

は

太

平

洋

諸

国

の

脅

威

な

の

だ

」

。

オ

ー

ス

ト

ラ

リ

ア

の

仲

間

が

議

論

を

複

線

化

す

る

。

そ

こ

に

は

、

オ

ー

ス

ト

ラ

リ

ア

の

軍

事

政

策

が

パ

プ

ア

ニ

ュ

ー

ギ

ニ

ア

を

は

じ

め

と

す

る

太

平

洋

諸

国

へ

の

権

益

擁

護

に

走

ろ

う

と

⑥
基
地
を
持
つ
地
域
の
平
和
転
換
~
デ
ー
タ
の
蓄

積

／

フ

ィ

リ

ピ

ン

の

専

門

家

の

ス

ピ

ー

キ

ン

グ

・

ツ

ア

ー

の

組

織

化

／

フ

ィ

リ

ピ

ン

と

米

国

の

事

例

を

整

理

し

た

プ

リ

ー

フ

ィ

ン

グ

・

ペ

ー

パ

ー

発

行

な

ど

。

⑦

太

平

洋

問

題

＂

ム

ル

ロ

ア

核

実

験

／

ス

プ

ラ

ッ

ト
リ
ー
島
の
領
土
紛
争
／
太
平
洋
•
A
S
E
A
N

諸

国

の

軍

拡

・

武

器

輸

入

の

監

視

な

ど

。

◆

◆

か

し

た

も

の

だ

。

私

が

こ

の

会

議

に

出

て

、

何

よ

り

も

感

じ

た

の

は

、

こ

の

P
C
D
S
の

会

議

に

出

席

し

た

人

た

ち

の

心

の

す

え

様

と

い

う

か

腰

の

す

え

様

と

い

う

点

で

あ

る

。

私

の

英

語

力

で

は

確

か

な

こ

と

は

わ

か

ら

な

い

の

だ

が

、

悲

観

的

な

言

辞

で

話

が

と

ぎ

れ

る

と

か

、

政

治

的

か

け

引

き

と

い

っ

た

点

に

話

が

い

く

と

い

う

こ

と

は

な

か

っ

た

。

ス

ト

レ

J

卜

な

反

核

、

反

軍

事

の

気

持

ち

が

支

配

し

て

い

て

、

何

と

も

さ

わ

や

か

に

話

が

す

す

む

。
と

い

う

こ

と

は

、

日

本

の

な

ん

と

も

ウ

ヤ

ム

ヤ

、

モ

ヤ

モ

ヤ

と

し

た

状

況

が

く

っ

き

り

う

か

び

あ

が

る

と

い

う

わ

け

だ

。

や

は

り

、

日

本

は

「

軍

事

大

国

」

で

あ

り

、

海

外

、

特

に

ア

ジ

ア

の

国

々

に

軍

事

的

脅

威

を

与

え

て

い

る

の

だ

。

日

本

の

中

に

ふ

ん

ぞ

り

か

え

っ

て

い

る

米

軍

が

い

る

。

な

の

に

た

て

前

だ

け

「

平

和

主

義

」

。

な

ん

と

も

や

り

き

れ

な

い

気

が

増

し

た

。

◆

◆

梅林宏道

口

し

て

い

る

と

き

に

、

太

平

洋

を

米

・

日

を

中

心

に

語

る

こ

と

へ

の

反

発

が

含

ま

れ

て

い

る

。

い

つ

も

の

こ

と

な

が

ら

、

P
C
D
S
の

議

論

は

、

活

動

家

の

視

点

を

確

固

た

る

も

の

に

し

な

が

ら

、

な

お

か

つ

相

対

化

す

る

魅

力

的

な

場

所

で

あ

る

。

今

回

の

会

議

で

は

先

行

し

た

ェ

太

平

洋

民

衆

フ

ォ

ー

ラ

ム

ー

海

外

基

地

の

な

い

世

紀

ヘ

一

の

議

論

が

、

P
C
D
Sの
プ

レ

イ

ン

・

ス

ト

ー

ミ

ン

グ

の

場

と

な

っ

て

、

冷

戦

後

・

湾

岸

後

の

問

題

意

識

を

共

有

す

る

の

に

大

き

な

役

割

を

果

た

し

た

。

紙

面

の

制

約

が

あ

る

の

で

、

会

議

で

ス

ケ

ッ

チ

さ

れ

た

今

後

の

活

動

プ

ロ

グ

ラ

ム

を

紹

介

す

る

こ

と

に

よ

っ

て

討

論

の

紹

介

に

か

え

る

。
•• 

①

米

軍

基

地

撤

去

の

促

進

こ

海

外

基

地

に

お

け

る

性

的

虐

待

I

調

査

と

報

告

／

反

基

地

運

動

に

熱

心

な

労

働

組

合

の

交

流

／

基

地

撤

去

を

促

進

す

る

講

師

の

ス

ピ

ー

キ

ン

グ

・

ツ

ア

ー

／

基

地

の

諸

問

題

・

撤

去

の

諸

問

題

資

料

バ

ン

ク

な

ど

②
日
本
自
衛
隊
監
視
~
英
文
定
期
刊
行
物
の
発
行

／

ア

ジ

ア

太

平

洋

へ

の

自

衛

隊

監

視

網

の

拡

大

（

閲

心

の

喚

起

）

③

太

平

洋

に

お

け

る

米

軍

の

再

編

二

変

化

の

追

跡

と

出

版

／

ト

ラ

イ

デ

ン

ト

な

ど

新

兵

器

の

監

視

と

出

版

／

太

平

洋

全

体

か

ら

の

湾

岸

戦

争

の

総

括

／

新

し

い

太

平

洋

基

地

地

図

の

作

成

／

軍

艦

か

ら

の

核

兵

器

の

撤

去

の

追

跡

な

ど

。

加
|
ー
ー
f
あ
ん
な
こ
と
•
こ
ん
な
こ
と

｀
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

お
か
げ
さ
ま
で
：
・

『

フ

ォ

ー

ラ

ム

の

成

功

も

不

成

功

も

全

て

財

政

次

第

？

二

巾

民

グ

ル

ー

プ

が

ど

こ

ま

で

自

力

で

出

来

る

の

か

、

旧

ド

キ

ド

キ

の

ス

タ

ー

ト

で

し

た

が

、

集

ま

る

、

集

ま

下

る

り

北

海

道

か

ら

、

沖

縄

か

ら

、

新

潟

か

ら

、

徳

島

叫

か

ら

：

・

。

財

政

担

当

冥

利

に

尽

き

る

感

激

の

日

々

で

＂

し

た

。

ノ

ー

ト

に

キ

ラ

キ

ラ

協

力

金

、

カ

ン

パ

の

記

ご

諒

。

同

時

通

訳

の

方

々

か

ら

も

。

（

山

）

叫

ニ

ッ

キ

ー

さ

ん

が

｀

言

っ

て

ま

し

た

鈴

木

か

ず

え

～

ニ

ュ

ー

ジ

ー

ラ

ン

ド

か

ら

や

っ

て

き

た

ニ

ッ

キ

ー

叫

、

ハ

ー

ガ

ー

さ

ん

は

ヨ

コ

ス

カ

平

和

船

団

誕

生

に

ず

[

い

ぶ

ん

寄

与

し

た

人

だ

そ

う

だ

。

そ

の

彼

が

言

っ

て

』

い

た

。

「

ノ

ウ

ハ

ウ

を

教

え

た

者

と

し

て

恥

ず

か

し

「

い

よ

．

彼

ら

は

ポ

ク

ら

の

何

倍

も

働

い

て

い

る

ん

だ

T

力
ら
」

〖
私
は
、
早
く
ヨ
コ
ス
カ
も
た
く
さ
ん
の
ひ
と
び
と

』

が

ち

ょ

び

っ

と

ず

つ

が

ん

ば

れ

ば

効

果

が

で

る

よ

う

＂

に

な

れ

ば

い

い

な

あ

、

と

思

い

つ

つ

、

そ

こ

ま

で

に

『

し

た

ニ

ュ

ー

ジ

ー

ラ

ン

ド

の

平

和

船

団

と

、

本

当

に

[

本

当

に

よ

く

働

い

て

い

る

ヨ

コ

ス

カ

の

平

和

船

団

に

』

頭

が

さ

が

る

の

で

し

た

。

●

◆
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ヽ

呻

い

る

こ

と

を

聴

く

に

に

及

ん

で

許

せ

な

い

気

持

ち

で

卿

い

っ

ぱ

い

に

な

り

ま

し

た

。

ト

本

当

に

考

え

ら

れ

な

い

こ

と

で

す

が

、

ょ

な

だ

し

月

ぉ

一

側

は

、

航

泊

日

誌

、

海

図

の

改

ざ

ん

ま

で

し

た

刊

の

で

す

。

そ

れ

も

事

故

直

後

人

々

が

波

間

を

漂

い

な

可；

が

ら

必

死

で

助

け

を

求

め

て

い

た

、

そ

の

時

に

で

す

。

刃
心

甦

し

か

し

海

難

審

判

第

二

審

で

は

こ

の

こ

と

は

不

問

即
種

に

付

さ

れ

た

の

で

す

。

第

時

間

の

経

過

は

事

件

を

確

実

に

風

化

さ

せ

て

い

く

8
も

の

で

す

。

事

故

に

対

す

る

人

々

の

関

心

が

薄

れ

る

日ー
J

に

つ

れ

、

証

言

者

の

証

言

も

変

わ

っ

て

き

ま

し

た

。

6
 

碑

力

の

あ

る

側

に

有

利

に

真

実

が

歪

め

ら

れ

て

い

く

1

9

の

で

す

。

号

遅

く

な

っ

た

と

は

思

い

ま

す

が

、

事

故

を

風

化

さ

如

せ

な

い

た

め

に

、

裁

判

が

公

正

に

行

わ

れ

る

た

め

に

｀

行
発

自

衛

隊

の

本

質

を

人

々

に

知

っ

て

も

ら

う

た

め

に

私

0
は

、

私

が

知

る

真

実

を

話

し

て

い

こ

う

と

決

意

し

ま

日
2
 
月

し

た

。

船

員

の

皆

さ

ん

か

ら

支

援

の

声

が

届

く

よ

う

6
 

年

に

も

な

り

ま

し

た

し

、

国

労

闘

争

団

の

お

母

さ

ん

た

992 
ー一打発日

。
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行

方

不

明

者

捜

索

中

に

、

な

だ

し

お

艦

内

で

は

艦

内

会

議

が

行

わ

れ

、

航

泊

日

誌

、

海

図

な

ど

の

改

さ

ん

が

行

わ

れ

て

い

た

。

l

と

い

う

報

道

に

は

誰

も

が

自

分

の

目

を

、

耳

を

疑

っ

た

。

し

か

し

、

こ

の

事

実

も

海

難

審

判

の

裁

決

で

は

全

く

か

え

り

み

ら

れ

な

か

っ

た

。
多

く

の

人

々

は

、

そ

の

後

こ

の

事

故

の

裁

判

の

行

方

や

、

近

藤

船

長

が

ど

う

し

て

い

る

の

か

に

特

別

な

注

意

を

払

う

こ

と

も

な

く

な

っ

て

い

っ

た

。

長

い

間

支

援

す

る

組

織

も

ほ

と

ん

ど

な

く

孤

独

な

裁

判

闘

争

を

続

け

て

き

た

近

藤

船

長

へ

の

支

援

の

輪

が

今

、

労

働

者

、

市

民

の

間

に

広

が

り

つ

つ

あ

る

。

近

藤

さ

ん

自

身

も

変

わ

っ

た

。

出

来

る

だ

け

大

勢

の

人

に

会

っ

て

真

実

を

伝

え

た

い

と

考

え

る

よ

う

に

な

り

、

発

言

し

始

め

た

の

だ

。

去

る

六

月

十

二

日

、

編

集

部

で

は

東

京

タ

ワ

ー

に

ほ

ど

近

い

船

舶

部

員

協

会

の

事

務

所

を

訪

ね

、

近

藤

ち

の

頑

張

り

や

横

須

賀

で

デ

モ

を

続

け

る

人

の

す

ご

さ

か

ら

も

声

を

出

す

こ

と

の

大

事

さ

を

学

び

ま

し

た

。

口

事

故

後

、

近

藤

さ

ん

は

ど

の

よ

う

な

毎

日

を

お

過

ご

し

で

し

た

か

？

近

藤

●

都

内

の

建

材

店

で

働

き

生

計

を

立

て

な

が

ら

裁

判

を

続

け

て

き

ま

し

た

。

事

故

後

ニ

ヶ

月

ち

ょ

っ

と

で

「

海

難

審

判

第

一

審

」

が

始

ま

り

、

一

年

後

に

裁

決

。

続

い

て

「

海

難

審

判

第

二

審

＿

が

約

一

年

間

。

今

は

90年
末

か

ら

一

年

半

以

上

続

い

て

い

る

＿

刑

事

裁

判

」

の

最

中

で

、

私

は

刑

事

被

告

人

で

す

。

ま

た

、

一

海

海

難

審

判

第

二

審

l

を

不

服

と

し

て

私

が

高

等

海

難

審

判

庁

長

官

を

訴

え

た

一

行

政

裁

判

一

も

90年
末

か

ら

ま

だ

続

い

て

い

ま

す

。

こ

の

間

、

私

は

わ

ず

か

の

支

援

者

を

の

ぞ

い

て

ほ

と

ん

ど

一

人

で

闘

っ

て

き

ま

し

た

。

お

金

と

時

間

の

都

合

で

ご

遺

族

の

お

宅

を

訪

問

す

る

こ

と

も

な

か

な

か

出

来

ま

せ

ん

で

し

た

。

山

下

さ

ん

の

方

は

、

自

衛

隊

の

イ

メ

ー

ジ

回

復

の

た

め

に

組

鐵

を

あ

げ

て

こ

ま

め

に

ご

遺

族

を

訪

問

し

自
分
に
有
利
か
不
利
か
、
な
ん
て
関
係
な
い
。

三
十
名
の
生
命
が
失
わ
れ
た
大
事
故
の
真
実

を
闇
に
葬
ら
せ
な
い
た
め
に
、
私
は
話
し
つ

づ
け
た
い
。

近
藤
万
治
さ
ん
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

第
一
富
士
丸
元
船
長

さ

ん

に

お

話

を

う

か

が

っ

た

。•• 口

近

藤

さ

ん

は

事

故

後

長

い

間

、

世

間

で

の

ご

発

言

を

控

え

て

い

ら

っ

し

ゃ

い

ま

し

た

が

、

今

な

ぜ

積

極

的

に

ご

発

言

さ

れ

る

よ

う

に

な

っ

た

の

で

す

か

？

近

藤

●

私

は

三

十

名

も

の

貴

い

命

を

失

っ

た

船

の

船

長

で

し

た

。

事

故

の

責

任

を

自

覚

し

、

犠

牲

者

や

、

ご

遺

族

の

方

々

に

対

し

て

申

し

訳

な

い

と

思

う

気

持

か

ら

発

言

は

控

え

て

き

ま

し

た

。

自

分

の

有

利

、

不

利

に

関

係

な

く

、

正

直

に

事

実

だ

け

を

述

ぺ

て

い

れ

ば

事

故

の

真

相

は

解

明

さ

れ

、

公

正

に

裁

か

れ

る

で

あ

ろ

う

と

信

じ

、

海

難

審

判

、

刑

事

裁

判

の

法

廷

に

立

っ

て

き

ま

し

た

。

け

れ

ど

「

な

だ

し

お

」

の

山

下

艦

長

、

海

上

自

衛

隊

が

事

故

の

原

因

に

つ

い

て

一

切

非

を

認

め

な

い

ば

か

り

か

、

衝

突

後

の

救

助

に

関

し

て

も

何

の

落

ち

度

も

な

か

っ

た

と

い

ま

だ

に

言

っ

て

て

い

ま

す

の

で

私

は

比

較

さ

れ

て

一

千

近

藤

に

は

誠

意

が

な

い

」

と

い

わ

れ

て

し

ま

い

ま

し

た

。

口

近

藤

さ

ん

と

海

と

の

出

会

い

は

？

近

藤

●

長

野

で

生

ま

れ

た

の

で

す

が

、

小

さ

い

時

に

愛

知

へ

転

居

し

て

「

海

'

-

と

出

会

い

ま

し

た

。

国

立

鳥

羽

商

船

高

等

専

門

学

校

を

卒

業

。

オ

イ

ル

シ

ョ

ッ

ク

の

不

況

時

で

大

き

な

海

運

会

社

の

採

用

が

ほ

と

ん

ど

な

い

時

で

し

た

。

で

も

船

に

乗

り

た

く

て

、

結

局

正

規

の

社

員

に

な

れ

な

い

ま

ま

で

し

た

が

十

年

以

上

ず

ー

っ

と

船

に

乗

っ

て

き

ま

し

た

。

外

国

が

多

か

っ

た

の

で

す

が

、

そ

ろ

そ

ろ

お

嫁

さ

ん

で

も

と

思

っ

て

あ

の

仕

事

に

就

い

た

ん

で

す

け

れ

ど

：

・

°

※

近

藤

さ

ん

は

海

技

免

状

取

得

者

。

海

上

自

衛

隊

の

艦

長

に

は

海

技

免

状

、

つ

ま

り

船

長

と

し

て

の

免

状

が

義

務

づ

け

ら

れ

て

い

な

い

。

口

事

故

後

、

様

々

な

こ

と

を

ご

体

験

さ

れ

た

こ

と

と

思

い

ま

す

が

…

。

近

藤

●

納

得

で

き

な

い

こ

と

だ

ら

け

で

し

た

。

と

に

か

く

私

は

、

裁

判

は

常

に

公

正

な

も

の

だ

と

信

じ

て

い

ま

し

た

が

、

「

海

難

審

判

第

二

審

の

逆

転

裁

決

J

を

経

験

し

て

本

当

に

失

望

し

ま

し

た

。

航

泊

日

誌

や

海

図

改

ざ

ん

の

行

為

さ

え

自

衛

隊

と

か

国

が

す

る

と

起

訴

の

対

象

に

な

ら

な

か

っ

た

の

で

す

。

相

手

方

の

カ

の

大

き

さ

や

、

権

力

の

恐

ろ

し

さ

を

実

感

し

ま

し

た

。

ま

た

、

い

ろ

い

ろ

な

人

の

対

応

の

変

化

に

も

驚

き

呆

れ

ま

し

た

。

中

立

だ

っ

た

人

の

証

言

が

ど

ん

ど

ん

自

衛

隊

寄

り

の

発

言

に

変

わ

っ

て

い

っ

た

の

で

す

。

間
き
手
●
山
中
悦
子
（
編
集
部
）

自
衛
隊
は
な
ぜ
真
実
を
か
く
す
の
か
ー

(8) 

な
だ
し
お
事
件
か
ら
四
年
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七
月
二
十
三
日
宋
十
八
時

横
浜
開
港
念
会
館
ホ
ー
ル

（
京
浜
東
北
碗
閲
内
駅
下
車
）

主
潅
集
会
実
行
委
員
会

五
月
四
＼
五
日
ヨ
コ
、
マ

新
ネ
ッ
ト
務
足
会
議
の
報
告
①

感
じ
た
み
ん
な
の
熱
意
、

や
は
り
行
っ
て
よ
か
っ

-
2
月
4
、
5
日
横
浜
の
オ
ル
タ
ナ
テ
ィ
プ
生
活
館

で
、
一
反
ト
マ
ホ
ー
ク
全
国
運
動
全
国
運
営
委
員
会
―

の
よ
び
か
け
で
新
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
発
足
会
議
が
開

か
れ
た
。
私
は
ピ
ー
ス
リ
ン
ク
広
島
・
呉
・
岩
国
の

メ
ン
バ
ー
で
は
あ
る
が
、
平
和
運
動
の
全
国
的
な
動

き
な
ど
わ
か
ら
な
い
こ
と
だ
ら
け
な
の
で
、
全
国
の

市
民
運
動
の
人
々
か
ら
勉
強
さ
せ
て
も
ら
お
う
と
い

う
甘
い
考
え
と
、
広
島
か
ら
も
誰
か
行
っ
て
下
さ
い

と
い
う
、
呉
の
湯
浅
さ
ん
か
ら
の
誘
い
で
、
参
加
し

た
。
（

3
日
か
ら

4
日
の
昼
ま
で
は
神
奈
川
県
政
総

合
セ
ン
タ
ー
で
太
平
洋
民
衆
フ
ォ
ー
ラ
ム
が
行
わ
れ

た
が
、
こ
れ
に
は
私
は
参
加
で
き
な
か
っ
た
）
。

4
日
は
自
己
紹
介
に
つ
づ
い
て
梅
林
宏
道
さ
ん
の

新
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
作
る
と
い
う
、
現
在
に
い
た
る

経
過
に
つ
い
て
の
説
明
が
あ
っ
た
。
そ
の
後
「
私
た

ち
の
め
ざ
す
も
の
l

の
提
案
と
自
由
討
論
。
交
流
会

は
夜
お
そ
く
（
朝
早
く
？
）
ま
で
つ
づ
い
た
。

翌
5
日
に
は
、
湯
浅
さ
ん
か
ら
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の

日
時
会
場

要
綱
、
京
都
の
青
木
さ
ん
か
ら
当
面
の
活
動
に
つ
い

て
の
提
案
と
討
論
。
「
め
ざ
す
も
の
」
に
つ
い
て
も

突
っ
込
ん
だ
討
論
を
行
い
合
意
内
容
が
ま
と
め
ら
れ

た
。
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
名
称
は
さ
ま
ざ
ま
な
案
が
出

た
が
時
間
切
れ
で
決
め
ら
れ
な
か
っ
た
の
で
、
公
募

し
て
決
定
は
運
営
委
員
会
に
一
任
と
い
う
こ
と
に
な

っ
た
。私
は
、
二
日
間
と
も
終
始
人
の
話
し
を
間
く
こ
と

と
メ
モ
を
と
る
こ
と
に
必
死
で
何
も
発
言
し
な
か
っ

た
が
、
他
の
人
た
ち
の
討
論
を
間
く
こ
と
で
、
自
分

の
知
ら
な
い
、
し
か
し
本
当
は
身
近
な
は
ず
の
日
本

の
基
地
の
状
況
や
全
国
の
人
た
ち
の
運
動
に
対
す
る

熱
意
を
感
じ
る
こ
と
が
で
き
、
や
は
り
行
っ
て
よ
か

っ
た
と
思
っ
て
い
る
。
こ
の
経
験
は
P
K
O
法
の
な

り
ゆ
き
や
自
分
の
力
不
足
な
ど
で
運
動
か
ら
気
持
ち

が
離
れ
そ
う
に
な
っ
て
も
、
や
っ
ぱ
り
頑
張
ろ
う
と

い
う
気
持
ち
に
引
き
も
ど
し
て
く
れ
る
力
の
―
つ
に

な
っ
て
い
る
の
だ
。

た

連
絡
先

6
0
3
(
3
4
5
2
)

5
0
8
5
 

な
だ
し
お
事
件
を
忘
れ
な
い

公
正
判
決
を
求
め
る

7.23集
会

多
く
の
識
者
と
呼
ば
れ
る
人
々
に
も
失
望
し
ま
し

た
。
田
尻
宗
昭
さ
ん
が
こ
の
事
件
を
個
人
的
な
過
失

の
面
か
ら
だ
け
見
な
い
で
、
自
衛
艦
の
浦
賀
水
道
集

団
横
切
り
に
こ
そ
目
を
向
け
る
べ
き
と
の
見
解
を
示

し
、
九
対
一
で
「
な
だ
し
お
l

が
悪
い
と
述
ぺ
た
時

に
は
、
一
な
だ
し
お
'
-
の
非
を
主
張
し
て
い
た
先
生

方
も
、
田
尻
さ
ん
が
亡
く
な
ら
れ
る
と
一
分
か
ら
な

ど
と
か
「
ノ
ー
コ
メ
ン
ト
l

に
変
わ
っ
た
の
で
す
。

マ
ス
コ
ミ
も
だ
ん
だ
ん
報
道
し
な
く
な
り
、
人
々

の
注
意
を
失
わ
せ
て
い
き
ま
し
た
：
•
O

こ
の
四
年
間
の
大
部
分
は
憤
り
と
失
望
の
日
々
で

し
た
。
支
援
者
が
だ
れ
も
い
な
い
一
人
ぼ
っ
ち
の
法

廷
も
あ
り
ま
し
た
。
で
も
今
は
大
勢
の
支
援
者
の
皆

さ
ん
と
共
に
闘
う
日
々
で
す
。
海
員
関
係
者
、
陸
上

の
労
組
や
市
民
運
動
の
人
達
が
一
支
援
会
l

を
結
成

し
て
く
れ
ま
し
た
。
頑
張
ろ
う
と
思
い
ま
す
。

八
イ
ン
タ
ピ
ュ
ー
を
終
え
て
＞

一
実
際
問
題
、
大
き
な
事
故
だ
っ
た
の
で
す
か
ら

責
任
を
感
じ
ま
す
。
ず
ー
っ
と
負
い
目
で
し
た
。
自

分
は
発
言
な
ど
し
て
は
い
け
な
い
と
思
っ
て
い
ま
し

た
。
」
近
藤
さ
ん
は
何
度
も
こ
う
繰
り
返
し
た
。

け
れ
ど
今
私
達
は
、
一
な
だ
し
お
事
件
―
の
真
相

を
知
り
、
身
を
以
て
自
衛
隊
の
本
性
を
知
っ
た
近
藤

さ
ん
の
証
言
が
い
か
に
貴
重
な
も
の
か
を
知
る
。

助
け
を
求
め
る
市
民
を
目
の
前
に
、
組
織
ぐ
る
み

で
事
実
隅
し
に
走
っ
た
そ
の
集
団
が
、
一
人
道
的
国

際
貢
献
一
の
旗
を
か
か
げ
て
海
外
出
動
し
よ
う
と
し

て
い
る
。
こ
の
偽
善
°
-
p
k

o
法
を
許
し
て
は
な

ら
な
い
ー
と
も
近
藤
さ
ん
は
繰
り
返
し
語
っ
た
。

六
月
二
二
日
論
告
求
刑
、
七
月
二
七
日
結
審
、
そ

し
て
秋
に
予
想
さ
れ
る
判
決
。
法
廷
で
の
闘
い
は
大

詰
を
迎
え
る
，
私
た
ち
も
遅
ま
き
な
が
ら
、
支
援
の

輪

に

加

わ

り

た

い

と

思

う

。

（

や

）

l

七
月
一
＿
三
日
、
事
件
か
ら
四
年
目
の
そ
の
日
、

ョ
コ
ス
カ
平
和
船
団
は
近
藤
さ
ん
と
と
も
に
現
場

海
上
で
慰
霊
祭
を
行
い
ま
す
l

論
告
・
求
刑
六
月
二
十
二
日

結
審
七
月
二
十
七
日

い
ず
れ
も
午
前
＋
時
、
横
浜

地
方
裁
判
所
。
（
関
内
駅
下
車
）

刑
事
裁
判

．． 

こ
の
会
議
で
は
十
一
月
上
旬
に
広
島
か
呉
で
全
国

会
議
を
開
け
な
い
だ
ろ
う
か
、
と
い
う
こ
と
に
な
り
、

持
ち
帰
っ
て
相
談
し
た
結
果
、
正
式
に
引
き
受
け
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
p
k
o
法
の
こ
と
で
忙
し
く

（
き
っ
と
全
国
的
に
そ
う
だ
と
思
う
）
、
ま
だ
何
も

決
ま
っ
て
い
ま
せ
ん
。
日
程
は
運
営
委
員
の
方
か
ら

連
絡
が
入
る
予
定
で
す
。
全
国
の
皆
さ
ん
の
ご
協
力

を
受
け
た
い
と
思
い
ま
す
。
わ
か
ら
な
い
こ
と
だ
ら

け
で
す
が
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。
◆
◆

（
杉
山
ゆ
う
子
／
ピ
ー
ス
リ
ン
ク
広
島

呉
・
岩
国
）

7

1

1

,

1

 

名
称
も
決
ま
り
、
「
め
ざ
す
も
の
l

「
要
綱
」

な
ど
を
ま
と
め
た
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
を
今
制
作
中

で
す
。
何
と
か
こ
の
ニ
ュ
ー
ス
と
一
緒
に
お
送

り
し
た
い
、
と
思
っ
て
い
ま
す
＾
》
（
編
集
部
）

，！；？竺温砕慰—t
!9謂h鬱一羞i

菫
下

。ヽ
ーy
 
打がんー
し
、

創
※近藤さんは、 5月から仕事を止めて裁判闘

争に専念しています。横浜での発足会議で近

藤さんへのカンパを新ネットの当面の課題の

一つに加え、生活を闘いをすこしでも支えよ

う、と決めました。

※送金は下記までお願いします。

郵便振替東京6-136148

口座名「トマ喰い虫社J

(「近藤さんカンパ」と明記して下さい
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p

k
o法に
よ

り

自

衛

隊

は

海

外

へ

出

よ

う

と

し

て

い

る

。

在

日

米

軍

は

冷

戦

が

終

わ

っ

た

今

も

強

化

さ

れ

て

い

る

。

こ

の

夏

、

東

西

の

軍

港

で

攻

撃

的

な

米

軍

艦

の

配

備

が

計

画

さ

れ

て

い

る

。

こ

れ

ら

を

踏

ま

え

、

最

後

に

当

面

の

行

動

計

画

が

合

意

さ

れ

た

。

(

1

)

強

襲

揚

陸

艦

ベ

ロ

ー

ウ

ッ

ド

の

佐

世

保

母

港

化

に

反

対

し

、

佐

世

保

平

和

船

団

の

結

成

を

め

ざ

す

。
(

2

)

ト

マ

ホ

ー

ク

艦

オ

プ

ラ

イ

エ

ン

の

横

須

賀

母

港

化

反

対

運

動

を

全

国

的

に

起

こ

す

。

(

3

)

p

k
o法案
、

自

衛

隊

法

改

悪

に

よ

る

自

衡

隊

機

派

遣

の

反

対

運

動

を

最

大

限

推

進

す

る

。

当

面

「

全

国

市

民

投

票

l

を

各

地

で

と

り

＜

む

。

(

4

)

参

院

選

挙

立

候

補

予

定

者

に

対

し

、

P
K

0
、

海

外

派

兵

、

安

保

な

ど

に

つ

い

て

ア

ン

ケ

ー

ト

調

査

を

全

国

で

行

う

。

(

5

)

各

基

地

の

平

和

転

換

プ

ラ

ン

を

作

ろ

う

。

横

須

賀

、

大

久

保

基

地

な

ど

の

試

み

を

全

国

で

進

め

よ

う

。

パ

か

ら

日

本

へ

向

け

て

始

ま

ろ

う

と

し

て

い

ま

す

。

二
0
1
0年
ま

で

に

一

0
0ト
ン

も

の

プ

ル

ト

ニ

ウ

ム

を

備

蓄

し

よ

う

と

し

て

い

る

日

本

に

海

外

か

ら

は

警

戒

の

目

が

向

け

ら

れ

て

い

ま

す

。

p

k
o法案
が

成

立

す

れ

ば

、

自

衛

隊

は

堂

々

と

プ

ル

ト

ニ

ウ

ム

の

護

衛

に

出

て

い

く

で

し

ょ

う

。

「

核

物

質

ー

自

衛

隊

ー

情

報

秘

密

化

」

こ

れ

ら

が

一

直

線

に

並

ん

で

意

味

す

る

も

の

は

何

で

し

ょ

う

か

。

ぜ

ひ

と

も

、

プ

ル

ト

ニ

ウ

ム

問

題

に

緊

急

に

と

り

く

み

ま

し

ょ

う

。

（

大

庭

里

美

／

広

島

市

／

プ

ル

ト

ニ

ウ

ム

・

ア

ク

シ

ョ

ン

・

ヒ

ロ

シ

マ

）

曾

今

年

も

ピ

ー

ス

サ

イ

ル

ク

92が行
動

を

展

開

し

ま

す
。
一
ト
マ
喰
い
虫
社
ー
の
斗
い
に
続
け
'
•
海
の
斗

い

、

グ

ロ

ー

パ

ル

と

思

い

ま

す

。

共

に

汗

を

流

す

事

を

肝

に

銘

じ

、

が

ん

ば

り

た

い

も

の

で

す

。

（

秋

山

一

郎

／

千

葉

市

／

公

務

員

）

曾

新

ネ

ッ

ト

ワ

ー

ク

の

目

的

の

中

に

米

軍

基

地

を

撤

去

し

よ

う

と

あ

り

ま

す

が

、

な

ぜ

日

米

安

保

条

約

反

対

を

加

え

な

い

の

で

す

か

。

米

軍

基

地

と

日

米

安

保

条

約

は

密

接

不

可

分

の

も

の

で

す

。

新

ネ

ッ

ト

ワ

ー

ク

の

発

足

を

支

持

し

、

長

く

闘

い

ま

し

ょ

う

。

（

斎

藤

信

明

／

東

京

都

）

曾

新

し

い

名

前

？

（

で

遊

ば

せ

て

頂

い

た

り

）

[

ビ

ー

ス

・

キ

ャ

ッ

ト

]

（

我

輩

は

猫

さ

ん

が

い

た

で

）

ね

て

い

る

様

で

も

、

し

つ

か

り

ア

ン

テ

ナ

を

は

て

る

ネ

コ

。

暗

閤

で

も

よ

く

見

え

る

目

。

草

の

根

市

民

運

動

も

い

ざ

と

い

う

時

パ

ッ

と

立

ち

上

が

る

。

ネ

ン／

骨
四
＼
五
日
ヨ
コ
ハ
マ

新
ネ
ッ
ト
発
足
会
議
の
報
告
①

ベ
ロ
ー
ウ
ッ
ド
、
オ
ブ
ラ
イ
エ

饂
化
反
対
な
ど
当
面
の
活
贄
針
決
め
る

(

6

)

事

実

の

裏

付

け

を

も

っ

た

活

動

の

基

盤

を

つ

く

る

た

め

に

平

和

資

糾

協

同

組

合

を

九

三

年

発

足

を

め

ざ

し

て

準

備

す

る

，

(

7

)

ー

な

だ

し

お

事

件

一

の

近

藤

万

治

元

船

長

へ

の

緊

急

カ

ン

パ

な

ど

支

援

活

動

を

進

め

る

，

(

8

)

リ

ー

フ

レ

ゾ

ト

な

ど

を

作

り

、

様

々

な

涸

人

‘

団

体

に

ネ

ッ

ト

ワ

ー

ク

ヘ

の

参

加

を

よ

び

か

け

る

。

ッ

ト

を

も

じ

っ

た

平

和

を

誓

る

「

基

地

ね

ず

み

」

を

退

治

す

る

キ

ャ

ッ

ト

。

[

平

和

ぐ

も

]

-

9

戦

争

っ

気

」

を

キ

ャ

ッ

チ

す

る

ネ

ッ

ト

を

張

っ

て

ま

す

。

ど

こ

に

い

る

か

目

立

た

な

く

て

も

素

早

い

狩

人

で

す

。

何

処

よ

り

か

湧

き

出

て

流

れ

ゆ

く

水

蒸

気

の

塊

の

「

く

も

l

も

草

の

根

の

動

き

に

似

て

ま

せ

ん

か

。

消

え

た

と

思

っ

て

も

又

湧

き

、

時

に

及

び

雷

を

も

呼

ぶ

力

を

発

揮

す

る

で

し

ょ

う

。

（

斎

藤

美

智

子

／

国

分

寺

市

／

未

来

を

考

え

る

会

）

曾

（

新

ネ

ッ

ト

ワ

ー

ク

）

大

賛

成

で

す

。

わ

た

し

も

、

日

本

の

平

和

運

動

を

少

し

で

も

強

め

る

こ

と

に

、

協

力

さ

せ

て

頂

き

た

い

と

思

っ

て

い

ま

す

。

（

K
.
T
/西宮
市

）

曾

反

戦

・

反

核

・

反

基

・

反

派

兵

…

と

す

ぺ

て

に

賛

成

で

す

が

、

す

べ

て

の

運

動

体

に

参

加

す

る

わ

け

に

も

い

か

ず

：

ま

と

め

が

？

（

T
.
s／新
宿

区

）

曾

御

活

躍

御

苦

労

様

で

す

。

あ

ち

こ

ち

か

ら

参

加

及

び

カ

ン

パ

要

請

が

来

ま

す

が

、

年

金

生

活

で

貧

し

く

、

御

期

待

に

添

え

ま

せ

ん

。

ご

め

ん

な

さ

い

。

(
F
•
Y
／
五
條
市
）

曾

ソ

連

・

東

欧

の

状

況

変

化

で

、

今

は

、

核

軍

縮

の

方

向

で

動

い

て

い

る

よ

う

で

す

が

、

こ

の

先

の

こ

と

は

わ

か

り

ま

せ

ん

。

結

局

、

全

て

の

核

の

廃

棄

、

通

常

兵

器

の

削

減

、

軍

備

縮

小

の

プ

ロ

グ

ラ

ム

を

世

界

規

模

で

進

め

る

必

要

が

あ

る

。

ま

ず

は

、

防

衛

費

、

自

衛

隊

の

削

減

か

ら

。

（

s
.
T
/名古
屋

市

）

"

p

k
o何と
か

廃

案

に

し

た

い

で

す

。

平

和

貢

献

保
=-:-:-n i拇即）い芥、ノ ＼ 

如訂賛！
ァノ乞
一、V

（

湯

浅

一

郎

／

ピ

ー

ス

リ

ン

ク

広

島

・

呉

・

岩

国

）

芦
署
か
ら

＂

七

八

号

で

特

集

さ

れ

た

i

日

本

列

島

で

な

に

が

起

こ

っ

て

い

る

の

か

＿

の

皆

さ

ん

か

ら

の

危

惧

が

一

歩

現

実

化

し

た

，

六

月

九

日

未

明

、

P
K
o法案
参

院

通

過

。

日

本

の

政

治

の

大

右

転

換

の

エ

ポ

ソ

ク

。

社

共

の

議

員

方

ご

苦

労

さ

ま

。

こ

れ

で

気

落

ち

す

る

の

で

は

な

く

、

こ

こ

か

ら

が

闘

い

の

ス

タ

ー

ト

。

駅

前

宣

伝

、

辻

説

法

、

反

復

は

力

な

り

。

今

国

会

で

の

無

念

さ

、

参

院

選

で

晴

ら

そ

う

。

公

＇

民

何

を

か

い

わ

ん

や

。

（

芳

野

よ

し

い

／

柏

市

／

環

境

団

体

役

員

）

9杢車
の

動

き

も

心

配

だ

け

れ

ど

も

、

日

本

国

家

及

び

政

党

の

P
K
o自
衛

隊

参

加

の

動

き

の

方

が

当

面

ず

っ

と

心

配

だ

。

自

衛

隊

員

は

市

民

意

識

も

稀

薄

だ

し

、

と

て

も

市

民

の

立

場

を

考

え

て

作

ら

れ

た

軍

隊

と

は

思

え

な

い

か

ら

で

す

。

（

本

田

昴

／

，

浦

安

市

・

公

務

員

）

誓

危

険

な

プ

ル

ト

ニ

ウ

ム

乾

送

が

こ

の

秋

ヨ

ー

ロ

ッ

は

民

間

人

の

手

で

や

り

ま

す

。

お

金

の

援

助

は

し

な

く
て
は
い
け
な
い
で
し
ょ
う
。

(
T
/
M
•
伊
丹
市
）

＂

非

暴

力

の

非

戦

・

人

権

の

運

動

に

賛

同

し

ま

す

。

生

命

や

人

間

の

尊

藪

や

平

等

が

優

さ

れ

ぬ

世

界

を

願

い

ま

す

ね

。

(
s
.
D／山
県

郡

）

曾

湾

岸

戦

争

の

実

想

（

真

実

）

が

後

か

ら

後

か

ら

報

道

さ

れ

ま

す

。

め

ち

ゃ

く

ち

ゃ

に

壊

さ

れ

た

イ

ラ

ク

の

都

市

、

と

て

も

特

定

の

建

物

だ

け

を

目

標

に

爆

撃

し

た

の

で

は

な

い

こ

と

が

わ

か

る

。

技

術

的

に

可

能

な

事

な

ら

計

算

し

た

よ

う

な

戦

い

方

が

で

き

る

の

か

と

思

っ

て

い

た

が

、

や

は

り

戦

争

は

戦

争

。

気

持

ち

の

上

で

そ

ん

な

こ

と

は

不

可

能

と

い

う

こ

と

が

実

証

さ

れ

た

こ

と

に

な

ろ

う

。

国

連

軍

の

や

っ

た

こ

と

は

正

義

の

戦

い

で

も

な

ん

で

も

な

か

っ

た

。

だ

か

ら

P

k
o法
案

に

も

反

対

だ

し

、

国

連

・

コ

ク

レ

ン

と

言

っ

て

力

を

合

わ

せ

る

の

は

武

力

を

合

わ

せ

る

こ

と

に

な

る

の

で

、

こ

の

風

潮

を

警

戒

し

な

け

れ

ば

な

ら

な

い

。

だ

か

ら

そ

の

た

め

に

も

こ

の

新

ネ

ッ

ト

ワ

ー

ク

の

趣

旨

に

賛

同

し

ま

す

。

（

U
.
T／杉
並

区

）
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ベラウ弗核憲法あやうし！
7月13日に憲法改正＝非核条項骨抜きの住民投票

、カ

ぉ

原子力監
入港情報

(4 5) 

1992年4月16日
~6月15日

●3月24日

●3月27日

．． 

◆4月16日

◇4月22日

●5月11日

05月18日

●5月25H 

♦ 5 月 29 日

◇6月2日

♦ 6 月 6H

●6月1I B 

♦ 6 月 1 3日

♦ 6 月 1 5日

P綬＝原子力潜水艦パーミット級
S級＝原子力潜水艦スタージョン級
L鰻＝原子力潜水艦ロサンゼルス級
............................................................................ 

3月16日～4月I5日／佐世保（前回未確認分）
沖縄はなし

♦ 3 月 I 9日 午後4時25分原潜ヘレナ (L級）佐
世保に入港。

◇ 3月22日 午前9時54分原潜ヘレナ (L級）佐
世保を出港．

午前9時49分原潜ドラム (s級）佐
世保に入港 9時59分出港。
午前10時05分原潜ドラム (s級）
佐世保に入港。 I0時 1i;分出港。
．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．、．．．．．．． ．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．． 

午後2時07分原潜インデアナポリス
(l級）構須賀に入港。

午前 I0時0I分原潜インデアナポリ
ス (L級）横須賀を出港．

午後 1時59分原潜ヘレナ (L級）横
須賀に入港。

午前9時56分原潜ヘレナ (l級）横
須賀を出港。

午前7時原潜ドラム (s級）ホワイト
ヒーチに入港。 7時30分出港。

午後 1時55分原潜シカゴ (L級）横
須賀に入港

午蒻9時58分原潜シカゴ（し級）横
須賀を出港。

午前8時30分原潜トートグ(p級）
ホワイトヒーチに入港 9峙出港。

午前9時35分原潜ヘレナ (L級）佐
世保に入港。 I0時05分出港。

午前 10時 I0分原潜シカゴ (L級）
佐世保に入港。 10時30分出港。

午前9時43分原潜インデアナポリス
(L級）構須賀に入港。 I0時 11分
出港。 （沖泊まり）

●1992年1月1日から 6月15日の各地への原子力艦
入港回数は

横須賀
佐世保

ホワイトヒーチ

9回（うち原潜9回）
5回
4回」うち厘漫4回）

非核憲法を持つ島として知られるベラウ（パラオ）

で、非核条項の骨抜きをねらう憲法改正投票が急きょ

行われようとしています。エピソン大統領が大統領令

で命じたもので、投票日は7月13日とされています。

一時は護憲派住民が殺されるなど、悲惨な出来事を

のりこえ、守り抜かれてきた非核憲法。そしてやっと

平静をとりもどしたベラウに再び緊張と対立がうみだ

されようとしています。もし改憲投票が実施されれば、

よい意味でも藤い意味でも憲法をめぐっては最後の投

票になるかもしれず、ベラウ民衆が起草してから 13 

年にわたり守りぬいてきた非核憲法は、いま重大な局

面にたたされています。

※ ※  

ベラウの憲法には住民投票で75％以上の承認がえら

れないかぎり一切の核を拒否することがもりこまれて

います。このため、米軍基地化や核艦船の運用などを

とり決めた自由連合協定は、これまで7度にわたり住

民投票にかけられましたがことごとく否決されました。

※ ※※  

※
 

憲法を守ろうとする住民たちは投票中止を求めて提

訴することや、改憲反対のキャンペーンを考えている

とのことで、様々なかたちでの支援を訴えています。

日本にいる私たちがやれることは多くはありません

が、緊急のカンパをつのり、ベラウ民衆にとどけたい

と思います。どうか協力をお願いします。

(「よびかけ」チラシより）

＊カンパは下記の郵便振替口座に直接送金してくださ

い。トマ喰い虫社でも受け付けます。いずれの場合も

「ベラウ緊急カンパ」と明記してください。

＊集約は第 1次 6月末、第2次は7月中旬とします。

［連絡先］反核パシフィックセンター東京

〒113文京区向丘1-3-7自主講座内

803(3815)1648 FAX 03(3815))9325 

自
衛
隊
監
視
情
報
、

(

3

ペ
ー
ジ
下
段
か
ら
）

か

ら

で

あ

る

。

し

た

が

っ

て

そ

の

後

の

リ

ム

パ

ッ

ク

ょ

う

に

な

っ

た

。

こ

れ

は

、

も

は

や

専

守

防

衛

の

た

の

監

視

と

内

容

の

検

証

を

続

け

る

こ

と

が

、

自

衛

隊

め

の

技

量

訓

練

と

は

言

え

ず

、

海

外

派

遣

そ

の

も

の

に

対

す

る

憲

法

枠

の

議

論

を

深

め

、

悪

く

な

る

こ

と

の

訓

練

と

な

っ

た

こ

と

を

意

味

す

る

。

ペ

ル

シ

ャ

湾

へ

の

歯

止

め

を

か

け

る

た

め

に

欠

く

こ

と

の

出

来

な

へ

の

掃

海

艇

派

遣

も

戦

闘

支

援

艦

が

同

行

し

た

。

②

い

作

業

で

あ

っ

た

。

リ

ム

パ

ッ

ク

に

お

け

る

演

習

内

容

が

、

政

府

の

国

会

残

念

な

こ

と

に

、

政

党

も

マ

ス

コ

ミ

も

市

民

も

こ

答

弁

と

相

違

し

て

、

集

団

的

自

衛

を

前

提

と

し

た

演

の

作

業

を

持

続

で

き

な

か

っ

た

。

習

で

あ

る

こ

と

も

は

っ

き

り

し

て

き

た

。

演

習

は

二

十

数

年

が

経

つ

中

で

、

①

自

衛

隊

は

、

水

、

弾

薬

軍

に

分

か

れ

て

の

対

抗

方

式

を

と

り

、

一

九

八

八

年

食

料

、

油

な

ど

を

洋

上

で

補

給

し

、

遠

隔

地

洋

上

で

の

演

習

に

お

い

て

は

、

オ

，

ー

ス

ト

ラ

リ

ア

軍

が

初

め

の

長

期

戦

を

可

能

に

す

る

戦

闘

支

援

艦

を

派

遣

す

る

て

一

方

の

軍

の

指

揮

を

と

り

、

日

本

の

自

衛

隊

が

そ

4
 

自
衛
隊
を
監
視
し
よ
う
！

p

k
o
派

遣

部

隊

は

全

国

の

部

隊

持

ち

回

り

当

番

制

で

国

連

か

ら

の

要

請

に

い

つ

で

も

応

え

る

こ

と

が

で

き

る

よ

う

に

し

て

お

く

、

と

い

う

の

が

防

衛

庁

の

方

針

。

つ

ま

り

国

内

の

ど

の

部

隊

も

、

た

ま

た

ま

一

運

悪

く

一

当

番

の

時

に

国

連

か

ら

要

請

が

あ

れ

ば

出

動

し

な

け

れ

ば

な

ら

な

く

な

る

。

ま

ず

、

地

域

に

ど

ん

な

部

隊

が

い

る

の

か

を

把

握

す

る

こ

と

か

ら

始

め

よ

う

。

カ

ン

ボ

ジ

ア

p

k
o
の

場

合

は

陸

は

エ

兵

隊

、

空

の

輸

送

機

、

海

の

輸

送

艦

だ

か

ら

調

べ

れ

ば

タ

ー

ゲ

ッ

ト

は

大

部

し

ぼ

ら

れ

て

い

く

は

ず

だ

。

付

録

の

一

カ

ン

ボ

ジ

ア

で

自

衛

隊

は

何

を

す

る

の

か

―

(

3

ペ
ー
ジ
上
段
か
ら
）

結
果
を
市
民
の
選
挙
広
報
に
し
よ
う
。

タ
ー
，
ゲ
ッ
ト
を
定
め
た
ら
、
行
動
だ
。
デ
モ
や
周

辺

住

民

へ

の

宣

伝

も

効

果

的

だ

が

、

も

っ

と

も

力

を

い

れ

た

い

の

は

実

際

に

戦

地

に

出

か

け

る

自

衛

隊

員

と

そ

の

家

族

へ

の

働

き

か

け

が

r
p

k
o
法

の

成

立

過

程

に

疑

問

を

抱

い

て

い

る

自

衛

官

や

家

族

は

多

い

は

ず

だ

。

自

分

た

ち

の

命

が

政

治

屋

た

ち

に

も

て

あ

そ

ば

れ

る

こ

と

に

怒

っ

て

い

る

自

衛

官

も

少

な

く

な

い

は

ず

だ

。

そ

ん

な

彼

ら

彼

女

ら

に

、

海

外

派

兵

を

拒
否
し
よ
う
1
•
と
呼
び
か
け
よ
う
。
ピ
ラ
よ
し
、
ス

ピ

ー

チ

よ

し

、

歌

も

よ

し

。

あ

く

ま

で

も

一

友

情

あ

に
語
り
か
け
よ
う
！

（
京
都
の
青
木
さ
ん
作
成
）
を
参
考
に
し
て
ほ
し
い
。

基

地

に

で

か

け

て

い

っ

て

ア

ヤ

シ

イ

動

き

が

な

い

か

を
監
視
す
る
◇
足
で
稜
ぐ
調
査
も
も
ち
ろ
ん
有
効
，

た

た

か

い

の

現

場

は

地

域

だ

。

情

報

や

ノ

ウ

ハ

ウ

や

経

験

を

横

か

ら

横

へ

と

伝

え

る

ネ

ッ

ト

ワ

ー

ク

を

地
下
水
脈
の
よ
う
に
は
り
め
ぐ
ら
そ
う
。

．
 ．
 

p

k
o
法

成

立

と

ほ

ぼ

同

時

に

、

新

ネ

ッ

ト

ワ

ー

ク
ー
脱
軍
備
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
・
キ
ャ
ッ
チ
ピ
ー
ス
」

は
誕
生
し
た
。

不

安

の

時

代

。

で

も

希

望

を

追

い

風

に

船

出

し

よ

う

。

み

ん

な

、

が

ん

ば

ろ

う

！

（

田

巻

一

彦

）

ア
イ
デ
ア
募
集
中
fAo
x
g
g
五
｛
琵
三
琵
00・

↑ ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
し
よ
う
！

の

指

揮

下

に

入

っ

た

と

オ

ー

ス

ト

ラ

リ

ア

の

新

間

が

報

じ

た

。

湾

岸

戦

争

で

オ

ー

ス

ト

ラ

リ

ア

軍

の

軍

艦

が

多

国

籍

軍

の

一

部

と

な

っ

て

事

実

上

ア

メ

リ

カ

軍

の
指
揮
下
に
入
っ
た
こ
と
を
想
起
し
よ
う
。

こ

こ

に
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借入金繰越
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［支出］

●今月の支出 272,963 

家賃 (5月分） 40,000 

水道光熱費 9,157 

電話・ FAX費 26,252 

郵送費 41,305 

文具・備品 23,477 

印刷費 31,652 

行動賣※ 〇

郵便振替等手数料 1, 120 

借入金返済 100,000 

才`、、こワ―-7へ呵Iきっ一塁 ＿ ：0，4り
＊行動収人、経費は原則としてプログラム毎の独立
採算となっているため、これにあてはまらない一部
の収支のみが経常会計に計上されます。
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自 衛隊員

拒否
は

し

海外

ょ
派

、つ
遣
！
を

めでした。

宇治大久保の自衛隊員の皆さん！自衛隊を部隊ごと海外に派遣する「PKO法案」が、現在衆議

院で強行採決されようとしています。皆さんもよく御存じのとおり、この 2週間の国会は異常ずく

これほど重要な法案が、国会での裏取引と、選挙目当ての駆｀け引き、そして最終的に数

の論理によって、法律として成立させられようとしています。

大久保基地の隊員の皆さん。この危険な法律を成立させようとする、自民・公明・民社の国会議

員が、 「行かされる」立場の皆さんの声を聞いたことがあったでしょうか。派遣された自衛隊員が

国連の籍擁に従うのか、日本の独自の判断で行動するのか、また武器の使用は誰が権限を持つのか

等々、基本的で重要な問題について一切明確な説明はあリませんでした。そうです。この法案を提

出した政府や、これを成立させようとしている国会議員たちは、憲法をないがしろにしているだけ

でなく、自衛隊員の生命さえ無責任にもてあそんでいるのです。

隊員の皆さん。テレビニュースで、 ここ第4施設団がPKO派遣の候補として報道されているこ

とを御存じでしょう。皆さんは自衛隊に入隊したとき、自分たちがカンポジアに派遣されるなどと

想像しておられたでしょうか。マスコミの報道では多くの自衛隊員・家族の方が、

戦地への派遣もやむをえない」と答えているようですが、大きな間違いです。皆さんは「軍人」で

ある前に、日本国の国民です。憲法と自からの良心に従って、堂々と「派兵」を拒否できるのです。

「命令であれば

腐リ果てた政治家たちが党利党略で決めた法律のために、大切な命を危険にさらすことを皆さんの

家族も望んではいないはずです。

私たちは今日、 「PKO法案」に反対してデモを行っています。隊内で反対の声をあげることが

できない皆さんの分も、抗議の声をあげたいと思っていますが、 「当事者」である自衛隊の方々が

反対に立ち上がれば、断固支持したいと思います。民意を無視して作られた法律で「国際貢献」な

どできるはずはありません。自衛隊員の皆さんが勇気をもって、私たちとともに「PKO法案」を

潰すために行動を起こされることを心から訴えます。

1 9 9 2年6月13日

「PKO法案に反対する平和行動実行委員会」
（連絡先 0774-21-3242［原水禁宇治久世会議］）

陸上自衛隊大久保基地司令殿

第45普通科連隊隊員の皆様

第4施設団隊員の皆様
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は陸上自衛隊施設団とよばれる

（全部で全国に 5施設団）。派遣

されるのはこの施設団の下にある

1個施設群（約67 0名）丸ごと

である。半年程度のローテーショ

ンで各施設団から選ばれる。これ

に給水・給食・衛生・通信・航空

UNTAC琵澁品ア） ！ 
明石廉 国遍事務総農

特別代表 1 

-

.

_

-

（ヘリ）の各部隊（施設団とは別）

をつけ加えて「自己完結能力」を

持たせる。 この単位が自衛隊PK

0部隊の主力になる。

これら部隊の訓練・研修に3~

[
|
|
Iーー叫詞
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国
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1
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）

4カ月はかかるため、現地での行動は雨期明けの十月末と見られている。

しヽきなし） 「三三軍統合連m」
PKO部隊の主力は陸軍だが、施設団などの器材を輸送するのは海自の輸送艦、航空

輸送は空自の輸送機（整地滑走路がないため）を使う。自衛隊念願の「3軍統合運用」

が実践（実戦）できるわけだ。 自衛隊の「3軍」の使いみちは下表のようになる。

主な仕事 醍暉— 人 量 暉 考

器キオ

普 輸送／ 連絡／ 輸送トラッり／多用 編成により異なる 場合によって

幽 通 医療 ／器材整備 途ヘリコプターHU-が20 0人程度か は地雷処理任務

科等 補給／給食 lB/H／衛星通信機 も

施 道路／飛行場／港 ブルトーザー 一個施設群（最大 支援要員は別

自 設 湾等の整備 架橋器材 670人） （註2)

団 架橋

海上自 資器材輸送／艦艇 みうら型輸送艦 不定 法律では海上保

衛隊 を本国との通信基地 V護衛艦／補給艦 安庁も輸送業務

航空自 不整地への人員等の C-130H 不定

衛隊 輸送 輸送機

その他 将校レベルの停戦監視団7、8名。（註2)

ー・ ・・． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． 
（註1) 「週刊ポスト」 92年6月19日号から。なお最初の地図も同誌から。
（註2)6月17日明石代表の講演による。上表の他の部分の記述は、防衛庁の先遣隊の「先遣」として 5月23日

から29日までカンボジアを訪問した志方元陸将の報告に主としてよった（「朝雲J6月11/1 8日号）．

青木雅彦（京都反戦ドタバタ会議）



【ANALYSIS】(6月14囀函恥「反息ドタ）＼夕績」砒ぅ0啜は鰈・証を薗えたもcです）
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PKO法成立以前に

はPKOに参加する自衛隊の「任務」については極めて漠然とした情報しか流されてこ

なかった。法案成立後の、 UNTAC明石代表の日本での講演 (6月17日）や防衛庁

筋の情報によって、自衛隊参加部隊の種類等はほぽ明らかになった。今後的確な自衛隊

派遣阻止運動を組織するためには、ごの概要を正確につかんでおく必要がある。

意味のない P k F 参加「凍結」

自・公・民三党が参議院で加えたいわゆるPKF（平和維持軍）活動（法案第三条二

項イからへに規定の“軍事的”活動）の「凍結」によって、自衛隊の活動は「後方支援」

に限定され、武器使用のケースはほとんど生じないと説明されているが、誤りである。

次ページのUNTAC構成図 m)を見れば分かるように、実は「後方支援」 (“原語”

はlogisticsupport＝兵姑支援を日本流に“意訳”したもの）もPKFに分類されてい

るのである。

実際自衛隊が最も期待されているのは架橋（旧橋の修復）の任務だが、地雷が多く仕

掛けられているのはまさしく、橋の両岸の部分であるから、 「後方支援」の任務遂行中

に地雷に“遭遇”するのは避けがたい。結局「凍結」された地雷の処理任務（法律では

「放棄された武器の処分」にあたる）もやってしまい、ナシ崩しが進んでゆくだろう。

エ上之音EE毅（様互貢史団）の参加を要請

先に述べた講演で明石代表は、自衛隊に対して工兵部隊700人から400人派遣を

要請した。工兵部隊は、道路の補修・建設、架橋の作業などを行う。エ兵部隊は日本で



PKO謬り麒を揺、

呉自衛隊0)リム）や）り1¥0)参加土止を要請する

自衛隊とその家族の皆さん！

今、国会ではPKO法案が強引に作られようとしています。皆さんはこの法が

できた後、どんな事態が起きると思いますか？ 直接的には陸上自衛隊が対象に

なるかも知れません。しかし、 PKO法はそれだけではすみません。自衛隊が海

外で作戦行動をとれるという法律が初めてできるのです。掃海艇の時は一時的な

ものでしたが、今後は国連の平和維持活動という名があれば、いつでも自衛隊が

出ていけることになります。

これにより自衛隊は「水際で守る」という専守防衛の建前を放り出し、少なく

とも停戦後なら世界のどこでも作戦行動をとれることになってしまいます。 PK

0法事態の直接の当事者は皆さんです。いちばん困るのも他ならぬ自衛官とその

家族の皆さんです。

皆さんは、他国への進駐のために入隊したわけではないでしょう！その皆さん

のあづかり知らぬ国会で、特権を持った議員たちが法律を作ろうとしているので

す。ご家族ともども不安と不満を持っておられると思います。皆さんは、もっと

その生の声を出すべきです。自衛官といえども市民的自由と基本的人権を持って

いるのです。

「やまゆき」、 「まつゆき」の乗組員の皆さん！ リムパックヘの参加について

どのように思っていますか？ ご存じのようにリムパックは西側軍事同盟の集団

的な軍事演習です。憲法でも集団的な自衛権の行使はしないという日本の考え方

からいってあってはならないことです。しかも、その前提にはソ連という仮想敵

がありました。

皆さんは、自衛隊の歴史をよくご存じでしょう。日本の再軍備は朝鮮戦争とい

う米ソの冷戦を契機になし崩し的に進められたのです。その冷戦が崩壊した令自

衛隊はそもそもの存在意義を失いました。 「冷戦の産物」である自衛隊は一旦解

散すべきです。それこそがアジアなど各国に対する＜国際的な貢献＞になります。

必要なことは海外派兵への道を作ることではありません、むしろ自衛隊をどのよ

うになくしていくかを具体的に打ち出していくことです。

皆さんの安全をはかるためにも PKO法に反対し、自衛隊の海外派遣の動きをと
めましょう！

1 9 9 2年6月4日

「PKO法を廃案に！リムパック 92反対！海上デモ」自衛官へのアピール

ピースリンク広島・呉・岩国


